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Dental-Tx 03 使用説明書 

 

 このソフトは、歯科医院において自費診療を患者さんに勧める際の、計画書・見積書作成用に特化

した FileMakerPro Runtime 版です。簡単に素早く発行できるようになっております。 

 このソフトは、FileMakerPro を用いて作成しております。ソフトをお持ちの方はもちろん、お持ち

でない方にもご使用いただけるようになっています。FileMakerPro に関しての詳しくは、Web サイ

ト（www.filemaker.co.jp）をご覧ください。 
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【ソフトウエア使用許諾書】 

 
いずみ歯科医院と本製品のご使用者（以下「お客様」という）は、本契約書とともにご提供する 

[Dental-Tx03]について次の通り合意します。 

■■■ ソフトウェア使用許諾 ■■■ 

いずみ歯科医院はお客様に対し以下の内容で[Dental-Tx03]（ファイル・マニュアル及び全ての付属 

物）の使用を許諾いたします。 

■■■ 著作権 ■■■ 

[Dental-Tx01]はいずみ歯科医院が開発した著作物であり当医院は所有、使用、改編、複製、頒布、 

販売、再販などに関するすべての権利を所有します。 

■■■ 使用許諾の範囲 ■■■ 

お客様は [Dental-TX03] をお客様が所有する１台のコンピュータ上であなた自身がご使用する場合の 

み使用することができます。お客様の有する使用権は非独占的なものであり譲渡することはできませ 

ん。また、[Dental-Tx03] は日本国内でのみ使用を許諾するものとします。 

■■■ 第三者の利用 ■■■ 

お客様は当医院の書面による事前の同意を得なければ、[Dental-Tx03]及びその複製物を販売、頒布、 

貸不、移転、その他の方法で第三者に使用させることはできません。 

■■■ コピー・カスタマイズの制限 ■■■ 

お客様はご自身のためのバックアップ目的でのみ [Dental-Tx03] のコピーを１回のみ行うことができ 

ます。コピーされたファイルを第三者に使用させることはできません。また、本製品のレンタル、擬 

似レンタル行為、中古品取引を行うことはできません。本ソフトウェアの複製を前述以外の目的で行 

うことはできません。お客様が本項に違反した場合、お客様の作成した複製品の所有権はいずみ歯科 

医院に帰属するものとし、いずみ歯科医院は即時全複製品の引き渡しをお客様に対して要求すること 

ができるものとします。お客様は、いかなる理由があっても本ソフトウェアの変更、改作、リバース 

エンジニアリング、逆コンパイル、逆アセンブルその他を行うことはできません。 

■■■ 免責 ■■■ 

お客様は［[Dental-Tx03]の使用に係わる危険はお客様が負担することを同意するものとします。 

[Dental-Tx03] は〈現状渡し〉で提供され、[Dental-Tx03] が含む機能がお客様の要求を満足させるも 

のであること、[Dental-Tx03] が支障なく誤りなく動作すること、又は[Dental-Tx03] の欠陥・丌具合 

が修正されることを保証しません。お客様が [Dental-Tx03] を使用された結果の影響については、直 

接的・間接的なものを問わずいずみ歯科医院は一切の責任および業務から免れるものとします。いず 

み歯科医院はお客様に予告なしに改良の為に本ソフトウェアの変更を行うことがあります。改良後の 

無償提供の保証はいたしません。 

■■■ 賠償請求 ■■■ 

お客様が、本許諾書に違反して本ソフトウェアの複製または譲渡、貸不等を行った場合、いずみ歯 

科医院はお客様に対し、損害賠償として、本ソフトウェアの希望小売価格に複製回数を乗じて得た額 

の１０倍に相当する金額を請求できるものとします。 

■■■ 使用許諾期間 ■■■ 

本使用許諾はお客様が [Dental-Tx03] のファイルをダウンロードした時点より成立します。そのた 

め本ソフトをダウンロードした時点で、返金等一切応じることはできません。本使用許諾はいずみ歯 

科医院がお客様に対して事前の通知を出すことにより、またはお客様が本書に記載されている事項に 

違反したことにより終了します。使用許諾終了後も使い続けていることが判明した場合には、賠償請

求に準じてその期間に勘案した額を請求できるものとします。 
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1.起動方法 

 フォルダの中にある「Dental-Tx03」（下記のアイコン）をダブルクリックしてください。ソフト 

が起動します。 

 

 初めて起動した際にはユーザー名を入力するダイアログが表示されます。ユーザー名を登録してく

ださい。 
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2.基本的な操作方法 

 このソフトは、FileMakerPro の Runtime 版なので、使用できるメニューは限定されています。 

 Dental-Tx01 では、多くのメニューを削除し、シンプル化を目指しましたが、今回は、Runtime 版

で使用できるメニューはすべて表示されるようにしてあります。そのため、外部からのデータベース

の取り込みや、データのエクスポートも可能となりました。 

 

 

 

 基本的な操作画面が上部に表示されます。 

 レコードとは、データベース内のフィールドの 1 セットをいいます。各レコードには、単一の作業

や、個人、治療計画などの単位となる情報が含まれています。フィールドとは、レコードの基本的な

データの単位のことで、名前を入力したりする枠のことになります。フィールドには入力できる文字

が決まっていたり、チェックボックスだったりすることもあります。 

 メニューの①は前後のレコードに移動する場合に三角の矢印をクリックします。②に直接レコード

番号を入れて、すぐに移動することも可能です。数字の枠の下にあるところをドラッグすることで、

移動することも可能です。③には、レコードの総数が表示されます。検索の結果表示されている場合

には、検索された数が表示されます。左横にある丸印をクリックすると、現在表示されているレコー

ド以外のレコードを表示することができます。④は、新規のレコードを追加するときや、削除、ソー

ト、検索などのボタンが表示されます。一度に表示されない場合には、⑨をクリックすると隠れてい

るコマンドが表示されます。自分で、よく使用するコマンドを表示したいときには、④の空白部を右

クリックするとカスタマイズする画面が表示されます。 
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 削除したり追加したりする場合、この画面にドラッグすることで、変更することが可能です。 

 基本的にアイコンで各画面を移動できますが、⑤をクリックすると、目的とするレイアウトにすぐ

に移動することが可能です。通常は使用しなくてもいいと思います。 

 ⑥も、表示方法を変更する場合に使用しますが、通常は使用しません。 

 ⑦は、現在表示している画面印刷を行う場合のプレビューが表示されますが、使用しません。 

 ⑧は、書式設定の表示をするかどうかのボタンですが、通常使用しません。 

 

 それぞれの画面の中に、家（HOME）のマークがあります。メニューに戻るボタンです。 
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3.メニュー 

 起動後には、メニュー画面が表示されます。それぞれ処理したい項目をクリックしてください。 

 ソフトを終了する場合には「終了」を選んでください。 
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4.基本設定 

 

 基本設定の画面です。それぞれのフィールドに医院様のデータを入力してください。ロゴマークを

登録する場合、画像インポートボタンをクリックし、登録する画像を選択してください。 

 法人表記や医院様の名称の文字数が多く、印刷画面で入りきらなくなる場合があります。残念なが

ら、すべての表示ができない場合には、文字数を減らしていただくしかありません。申し訳ございま

せん。FileMakerPro のソフトをご購入いただき、Runtime 版ではない、Dental-Tx04 をご購入いただ

きますと、レイアウトの変更ができるようになります。サンプルデータが入っていますので、各フィ

ールドのデータを書き換えてください。 
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 次に、自費診療における、報酬額を設定する際に、消費税を内税か外税か選択します。内税にする

と、報酬額は、そのまま見積書の金額になります。外税にすると、設定金額に消費税率を上乗せした

金額が表示されます。近い将来、消費税率の改定が行われた場合には、消費税率のフィールドに税率

を入力して変更してください。 
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 年号の設定に使用します。万が一、天皇陛下が崩御あそばされ、年号が変更となった場合には使用

してください。年号設定画面のボタンをクリックしてください。 

 

 

 

 

 



Dental-Tx03 

 

 

10   

 

 

 

 患者登録において、和暦を西暦に変換する場合に使用する際に使用します。年号に和暦を入れ、新

しい年号元年の前年の西暦を入力すると、正しく計算されます。 

 年号が変更にならない限りは使用しません。 
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 書類設定画面です。見積書の見出し、見積書の上部に常に表示する文章を入力してください。 

 見出しは、変更が可能です。文章も、文字数によっては正しく印刷されませんのでご注意ください。 
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 担当医を入力する画面です。10 人まで登録できます。サンプル歯科医のところを変更してお使いく

ださい。担当衛生士の部分も同じです。一番上の段に入力すると、後から選択する際に表示されない

という現象が生じます。サンプル～と書かれているところに入力してください。 

 

 

 

 



Dental-Tx03 

 

 

13   

 

 

5.自費設定 

 

 自費ＩＤは、3 桁の数字を推奨します。001～999 までが推奨する値です。 

 計画書で選択する際に、番号順に表示されますので、ある程度のグループで番号を付けると便利で

す。また、使用頻度の高いものほど若い番号にしておくと選択が容易になります。1 桁、2 桁を混在

すると、先頭の数字が優先されてしまいます。表示順がくるってしまいますので注意してください。 

 自費診療名称を入力し、報酬額を設定してください。略称、説明文、写真は今のところ使用しませ

ん。後のために作成しているだけですが、入力しても問題はありません。 
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 自費設定の画面の上部のボタンをクリックすると、上記のような一覧表を見ることができます。こ

の画面上では修正できませんので、左の矢印をクリックして、設定画面に行き、情報を変更してくだ

さい。 

 サンプルデータが入力されていますので、各医院様に合わせてデータを修正、登録してください。 
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6.患者登録 

 患者登録は、まず患者番号を登録します。10 桁まで可能です。この番号によって、計画書作成時に

患者データを読み込むことができるようになります。 

 患者氏名を入力すると、自動でふりがなも入力されますが、訂正が必要な場合には、都度直してく

ださい。生年月日は、西暦のみの入力でもかまいませんが、和暦で入力を行うと西暦、年齢が自動で
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計算されます。年号は、数字を選択してください。年号が新しくなった場合には、基本設定画面から

年号の新しい登録が必要となります。さらに性別を選択します。ここまでの入力は必頇です。 

 以下の入力は、計画書作成には関係ありませんが、患者さんのデータを残しておきたい場合には必

要なところを入力してください。 

 基本情報には、患者さんの住所、電話などの個人情報を入力します。 

 



Dental-Tx03 

 

 

17   

 

 

 疾患・服薬・習慣の項目は、それぞれ該当するところのチェックボックスをクリックします。また、

入力項目にはそれぞれ、薬剤名とか、アレルギーの原因とかを入力します。 

 

 歯科履歴の項目は、最初の主訴、麻酔や抜歯経験などそれぞれの項目を入力して下さい。 
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 趣味の項目は、患者さんとのコミュニケーションに役立つメモを入力しておきます。今回自費治療

につながらなかった場合でも、コミュニケーションを図ることで信頼関係が生まれ、将来の自費治療

につながっていくことも多いものです。些細なことでも入力し、メモをしておくことは大切です。 
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 その他、患者さんに関すること、家族や友人関係、会社関係、なんでもメモをしておきましょう。

次回の再初診のときに、以前、こんなことを話しましたね、という感じで持ち出すことで、患者さん

はうれしいものです。 

 担当医、担当衛生士も、印刷はされませんが必要であれば入力しましょう。 
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7.治療計画書作成 

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                       

 

 治療計画書の作成画面です。Dental-Tx01 よりも少し複雑になってしまいました。①の計画書番号

は自動で入力され、変更できません。見出しは、選択できます。選択の中の編集を選ぶと、項目を自

由に変更することができます。作成日も自動入力です。次の項目は、この計画書が採用されたのか、

丌採用だったのか、が入力できます。 

 ②に、患者番号を入力します。名前などが自動で表示されます。 

 いよいよ、治療計画です。③に、上下左右などの部位を入力し、④の歯牙の番号を選択します。こ

こで選択した場合には、⑦の数量に自動でチェックした数が表示されます。たとえば、サイナスリフ

トなどで上顎洞としたい場合などは、⑤の任意の歯式に記入してください。その場合には⑦の数量な

ど適宜直してください。 

 ⑥では、自費設定で入力した項目が表示されます。番号を選択してください。名称、報酬額が入力

されます。前回まで 10 行までの制約がありましたが、Tx03 からは最大 20 行までの入力ができ、印

刷できます。また、⑧には 5 文字というわずかな文字数ですがメモを書き込み、印刷できます。 

 ⑨の×印をクリックすると、その行は削除されます。 

 各行の小計欄の合計金額が上部に表示されます。 
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 計画書には、患者さんにわかりやすいように口腔内の図を印刷します。そのための入力を行います。 

 

 歯冠部の計画を行います。□のところをクリックすると図の歯牙番号が○数字となります。たとえ

ば、今回治療する部位を○数字にするとか、現在残存している歯牙を○数字にするとかの活用法があ

ります。必要ない場合には入力せず、コメントも空白にするといいでしょう。 

 その下の数字のところは、歯の図に表示する歯冠部分の図を選択します。あくまでもイメージ図で

す。HJK などは、黄色味がかっています。天然歯と区別するためです。イメージに近いものを選んで

仕上げてください。また、前歯のインレーなど図そのものがないものもあります。その場合、欠損歯

と同じように表示されなくなります。また、頬側歯頸部 CR などもありません。咬合面からの図だけ

を表示しています。 

 インプラントも、患者さんに説明しやすいよう、またわかりやすいようにネジを強調してあります。

あくまでも患者さんに伝えることを目的としています。前装冠と 4/5 冠でも色合いが違うだけですか

ら、黄色味が強いのが嫌なら前装冠ではなくて 4/5 冠とするといいでしょう。 

 00 欠損歯 01 天然歯 02PMB 03GoldFCK 04Implant 05Gold 前装冠 06Gold4/5 冠 

 07FCK 08 前装冠 094/5 冠 10HJK 11G-In.O 12G-In.MO 13G-In.OD 14G-In.MOD 

 15In.O 16In.MO 17In.OD 18In.MOD 19CR-O 20CR-MO 21CR-OD 22CR-MOD 

 23Caries-O 24 Caries-MO 25 Caries-OD 26 Caries-MOD 27C4 28MetalCore 29 埋伏智歯 

30 種類の図が用意されています。 
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 義歯の図ができないのか、という要望が多数あり、入力が多少複雑ではありますが作成しました。 

 上下ともにクラスプはエーカースタイプのものを近心からと遠心からと選択できます。義歯床はそ

れぞれ頬側、口蓋（舌）側、口蓋部、を選択してください。チェックを入れていくだけです。 

 パラタルバーやメタルプレートはすべてを網羅することはできません。イメージに近いものを選択

してください。 

 上下顎ともに、基本はチェックボックスをクリックしていくだけです。それぞれの上にマウスポイ

ンタを置くと、目安となる部位などが表示されます。慣れてくるとどこの部位かがわかるようになっ

て入力もより早くできるようになると思います。 
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 支払いの計画を立てます。見積書の有効期限、支払期限とその額を入力していきます。 

 支払いが一括の場合には、2 行目の入力はしません。 

 3 回以上の分割となる場合、初回の金額を 1 行目に、その後の分割金額を 2 行目に入力するといい

と思いますが、先生方の工夫次第です。 

 見積書コメント、印刷文章はそれぞれ見積書に印刷されます。印刷画面上でどこに表示されるのか

ご確認ください。また、見積書での印刷には限界があります。入力した文字すべてが印刷されるとは

限りませんので、確認が必要です。レイアウトの都合上、制限されてしまいます。ご了承ください。 
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 今回からは、同じウィンドウ内で歯の図を確認す

ることができますので、イメージに合うようにいろ

いろと試しながら完成させていきます。 

 

 そして、完成です！ 
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8.印刷 

 完成したら印刷です。計画書にある、右のボタンをどれかを選択し

てください。 

 通常 13 行の見積書、20 行の見積書、同意書付（10 行）見積書の 3

つが選択できます。 

 ほかのレイアウトが必要な場合には Runtime 版ではなく、

FileMakerPro 版をご購入いただくと、自由に変更することも可能に

なります。 

見積書印刷（13 行） 

 ボタンをクリックすると別ウィンドウで左

のような画面が表示されます。このまま印刷

する場合には、「続行」ボタンをクリックし

てください。 

 手直し変更が必要で、印刷を中止する場合

には「キャンセル」ボタンをクリックしてく

ださい。画面は閉じられ、印刷は中止されま

す。 
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 印刷続行をクリックすると、印刷のためのダイアログが表示されます。現在表示されているものの

みを印刷したい場合には、「現在のレコード」を選択してください。 

 「対象レコード」を選択すると、現在対象として表示しているすべてのレコードを印刷することに

なりますのでご注意ください。 

 プリンタ名称、プロパティなどを確認の上印刷を実行してください。 
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見積書印刷（20 行） 

 左の図は 20 行を印刷する場合のレイアウ

トです。 

 コメントや文章など、13 行に比べると印

刷される文字数は少しだけ減ってしまいま

す。 

 このまま印刷する場合には、「続行」ボ

タンをクリックしてください。 

 手直し変更が必要で、印刷を中止する場

合には「キャンセル」ボタンをクリックし

てください。画面は閉じられ、印刷は中止

されます。 

 以下の手順は 13 行の見積書と同じです。 
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同意書付見積書（10 行） 

 同意書付の見積書は、10 行となってしま

います。 

 印刷の手順は同じです。 
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9.その他 

 本ソフトは、自費計画、見積を発行することだけに特化したものです。自費診療すべてに対応した 

ものではありませんが、ご活用いただければ幸いです。 

この文書の内容及びソフトウェアの意匠、仕様は予告なしに変更されることがあります。 

  本ソフトは、FileMakerPro11 を用いて作成しております。FileMakerPro11 が動作確認できていな

い OS では動かない可能性があります。 

 また、グラフィックを多用しておりますので、動作が重いと感じられる場合にはメモリの増設をお

勧めいたします。 


